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論文内容要旨
緒言
 悪性腫瘍の外科酌侵興に際して手術が根治的に行わ泊允にも拘らず術后早期再発を来す症例も
 少く支い。こ酒は腫瘍摘慮時,播種さカた腫瘍細胞による着床発育を度外視して考を.る事ぱ臨巣
 攻いoi著者は桂外科に於ける食道癌患者について手術中病巣周囲の手術野の撫液及び創腋中糠癌
 細胞の検索を行いそ勲が持つ晦床的意義について種々検討を力暇た。
 研究材料及び方法
 対照伽1として食道以外の担癌患港42例に術中1～2図,食道癌患渚ろ8例では術中の池術后
 ア.2時階胸腔ドレーン抜去迄6～7回に瓦葺経時的に豆巳液及び創液を採取して検査を行ったが腫
 瘍細胞の収集には,忌もre箪toiysi葺S溶血.法により,ライト・ギムザ複染色を行って平均
 葉0枚の藻本を作成し検鏡した。又膿瘍細胞の翫視度については工度から塾度度迄の段階を定め
 量的検索も行った。
研究成績
 1)腫瘍細胞の同驚二糠癌細胞の同窪について問題とたるのは種々の異型縮胞との鑑別である
 が食道癌では淋巴系幼若細胞,内皮細胞,組織球,種々の反応細胞等がぞ求であり就中,内皮細
 胞系のMesoもbeli&lGeilは鷹々集腿をなして一見騨瘍細胞とまぎらわしく鑑別に彙主意を
 要した。尚これら異型細胞は局所の炎症や放射線照射の影響が加わる時殊にその異型性が強く疑
 隙生と判定・せ・ねば友らぬ場合もあった。il)陽性率と雄視度:④対照便じ食道以外の擁一症例
 42例の陽性率は5a辱%であり脚瘍馴では胃癌の555%が簸も高かつ疫。その出現度は殆ん
 ど正慶に覆していた。⑧術中検査二食道癌58例の術中1回のみの陽性率は42.1%であり対照
 .例のそれと大差はたぐ感得慶も1～慨度であった。◎経時的検索∫食道癌では術中から術后胸腔.
 ドレーン抜去迄経時的に追究したが全経過饗通じての陽性率は58例中27例71.ぎ%と蕩率であった。
 これは術后の継続採取の経過中に癌細胞が陽性に転じた症例が多いためであり,従って窪～2回
 の検査ゼi腫瘍細胞の存在を否定するのは早計であることを示している。叉此の際の出現度は癌綱
 胞灘217榊・嚇曙過と嫌増力ける窪5解繭后48婦乃肇72時騨の鰍で膿
 からV度の高い串視度を示すものが多レ・。◎組織所見:食道癌58例の切除標本につき組織学的
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 検索を行い食道壁浸潤の深さと断端部(上端部)の癌細胞遺残度を調べ旋が癌細胞陽性例につい
 て術前Co60照射の関係をみると,手術時所謂根治切除と思わ即たものの中に紛織学的に癌組.織
 の遺残する症例が可成りあ砂厳密た意味での根治切除例は極めて少い事が判つ允。一方断端に癌
 遺残例がCo60照射例に極めて多いことである。こ勲は術前照射で病巣が敬鉾さ力腫瘍の長さも
 短締するがその切鵬には尚充分友Go60の効果を受けずに残る癌組織のあることを示すもの'で
 彰時時その切除籏翻については,慎重を要するものがある。◎敏射線及ぴ化、学療法:食道癌58
 伊1中て8例には術前Go602000～5000r照射を施行し騰瘍お蕗出后扶癌剤とし・て局所:に
 Enαoxanを撒布し舜ものは窪9例である。こ治ら放射線やイヒ学療法の有無によってその陽性
 率や愚理度には特に有違の達筆t認めらわぬが・唯これらの効果を検出腫瘍細胞の変性・異常分裂
 に求めてみると,両毛併用例で術后24時間乃至48時融の創液から此の様た頷陶にある細胞が
 比較的多く検出さカた。i“)予盾:食道癌58例の遠隔成績中,手術臨接兇を除いた52例に
 つ巻再発死との関連をみると,癌細胞陽性例の婚息切除がその過単数を占めている。叉陽性例で
 出現匿増加するものは再発死が多く,之に反し仮令陽性例でも出理慶非増力i1例は早期雫響発の可能
 性が少い。次に放射線療法及び化学療法と矛盾では特に強調すべき点は支いがOo6G術前職射中
 500e～50eOrの比較的多量例では維合不全,胃腸管壊死,敗血症等の合併症で手術直接
 死の転帰をとるものが多く,鑑nδox&n撒布例では再発防止に或る程度の効果を有すると想わ
 れたoIV)流血中腫瘍細胞との比較:流血中牒瘍総胞については,先に教室野木が報告してい
 るので主な点につき比較換討を行った。陽性率については末檎血,潅流甑,対照例,食遙癌の順
 で高く疫り潅流塩の567%は末梢血の2倍以上の頻度である1が著i者の対照{列及び食道癌術中荘
 園の陽性率と大差疾く食道癌生経、過の7窪」%が特に高率である。賜源度では流癒中の場合は大
 部分が1慶に属し然も殆んと標本上唯1ケを検出することが多病が,之に反し食道癌手術野から
 は1度乃釜V度迄種々の程度にみら即九。矛盾については周回癌例で末梢血及び手術野の血液創
 液検査を行った25例では薗瑠共陽性例と,朱欄甑陰性でも手術野で陽性の場合は何挑再挙死
 が多く,両落陰金生例のみが:矛盾良好である。
 以上手術中病巣周囲の出戯々液及び術后の創分泌物の癌細胞を種々の観点から研究したが之は
 局所再発という問題の解明に役立つものと信ずるカ1・かNる細胞の着床と発駅ついては今後の
 研究に待ちたい。
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 審査結果の要旨
 著春は桂外科に於ける食道癌愚妻について手術中病巣周囲の手術野の血液及び術後周処に挿入
 したドレーンからの創液中腫瘍細胞の経時的検索を行い,それが持つ臨床的意義について種々険
 討を加えている。『
 その結果,対照例:食道以外の撞癌症例42例の陽性郵は58.1%であり,腫瘍別では留癌の
 55・5%が最も高かった。その出現度は殆んど王度に緩していた。術中険査では食道癌58例の
 術中{回のみの陽性率は42・1%であ9,対照鰐のそれと大差はなく出現度もi～叢度であった。
 経時的検索では,食道癌では術中から術後胸腔ドレーン抜去迄経時的に追究したが全径過を通じ
 ての陽性率は5-8例中27例71・1%と高率となり,術後の継続採取の経過中に癌細胞が陽性に
 転じた症例が多かった。
 更に放射線及び化学療法との関係をみると,これら放射線や化学療法の有無によってその陽性
 率や串視度には特に有意の差は認められぬが,爾畜併用例で術后24時間乃至48時間の創液か
 ら腫瘍細胞の変性,異常分裂が比較的多く検出された。叉,この実験結果予后を比較すると,食
 道癌58例のうち,手術直接死を除いた52例につき再発死との関連をみると,癌細胞陽性例の
 嬬,慰切除がその過半数を占めている。叉陽性例で出現度増加するものは再発死が多く,之に反し
 仮令陽性例でも出現度非増茄例は早期再発の可能性が少いのをみた。流血中腫瘍細胞と比較して
 みると,陽性率については末梢血,灌流血,食道癌手術巣の順で高くな豊,出現度では流血中の
 場合は大部分が王座に属ししかも殆んど標本上唯1ヶを検出することが多いが,之に反し食道癌
 手術野からは正慶乃至▽度迄種々の程度にみられた。陽性率も高いことをみている。
 よって本論丈は学位を授与するに値するものと判定する。
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